
偉
大
、
建
國
の
精
子
を
具
現
し
て
㈱
ヒ
萬
批
不
易
の
範
を
肉
畜
に
遜
れ
た
」

毒
、
誠
に
奪
き
極
み
で
あ
り
、
、
王
政
復
育
の
大
事
令
し
獲
窃
よ
り
逐
次
「
天

塁
親
政
の
實
が
爆
り
し
絡
に
…
、
駿
繋
馬
縣
が
宥
は
れ
て
影
響
．
の
大
業
ほ
隠
す
麩

な
く
発
成
せ
ら
れ
た
扁
と
す
る
所
の
本
書
を
一
貫
す
る
維
新
の
王
政
復
古
的

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

解
羅
は
、
こ
れ
亦
共
れ
自
鶴
に
於
て
は
誠
に
正
し
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
う
。
さ
り
な
か
ら
、
本
書
が
果
し
て
、
維
新
を
萬
世
不
易
の
建
國
精
瀞
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

軍
な
る
一
範
例
と
す
る
理
解
に
の
み
止
ま
る
な
ら
ば
、
維
赫
と
不
高
分
に
繍

び
つ
い
て
み
る
脂
の
、
今
口
我
々
の
癒
活
の
・
甲
で
高
堂
き
て
働
き
、
今
や
毅
．

に
生
れ
つ
㌧
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
退
却
を
せ
談
ら
れ
て
屠
る
所
の
、
生
活
檬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
へ

式
成
立
の
時
期
と
し
て
の
　
　
劇
ち
歴
史
的
に
特
殊
｝
能
の
意
義
を
持
つ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

の
王
政
復
古
と
し
て
の
　
　
維
新
の
具
賭
的
な
る
理
解
の
來
る
事
う
す
い
も

の
で
あ
る
と
書
へ
る
。
総
欝
は
壁
此
の
抽
象
は
穴
化
、
建
武
め
現
在
に
持
つ

意
義
i
繋
累
カ
ー
と
萌
治
の
北
ハ
と
を
均
し
な
み
に
し
、
後
蒋
の
國
史
全
膿
の

上
に
持
つ
位
置
に
寵
す
る
具
驚
的
蝿
解
を
妨
げ
、
町
議
が
規
實
の
擁
に
生
け
る

過
去
と
し
て
把
操
さ
る
製
事
を
力
弱
き
も
の
と
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
事
は

や
が
て
本
書
を
慰
む
我
々
の
響
動
埋
解
を
し
て
抽
象
的
な
ら
し
め
る
と
共
に

本
君
の
H
指
す
「
國
毘
精
轡
作
興
」
を
も
、
我
々
を
し
て
立
ち
上
ら
せ
る
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
で
な
く
、
直
に
踏
み
繊
さ
せ
る
所
の
、
将
寒
へ
の
費
動
の
契
機
と
し
て
生

け
る
具
難
姓
を
詩
ち
得
る
事
を
亦
紗
く
す
る
と
…
翼
ひ
徳
る
で
あ
ら
う
Q
そ
し

て
此
の
事
は
太
姫
感
か
維
赫
に
於
け
る
聴
一
殊
多
様
な
る
事
實
の
羅
…
列
的
な
、
弾
君

し
く
は
毒
物
魍
．
源
的
な
叙
違
を
持
つ
瑠
に
も
關
は
る
事
で
あ
ら
う
。
然
し
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

も
翼
翼
は
本
書
の
宮
製
編
纂
物
た
る
性
質
の
不
得
比
致
す
灰
な
る
を
思
ひ
、

本
署
編
纂
藩
の
藩
心
を
察
す
る
次
第
で
あ
．
る
が
、
添
は
く
は
絨
く
諸
魅
が
既

の
瞭
測
を
し
て
…
堪
な
る
祀
憂
に
絡
ら
し
め
ん
事
を
！

　
さ
る
に
て
も
、
我
々
が
今
糠
か
㌧
る
膨
火
な
る
嚇
維
薪
史
瓢
↓
駕
持
ち
得
る
事

　
も
　
　
へ

は
確
に
大
き
な
糠
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
も
既
が
稿
本
四
千
鮒
憐
簸
獅

も
の
欄
維
新
史
料
隔
を
、
そ
の
搬
底
に
潔
く
持
つ
饗
は
、
誠
に
官
饗
編
纂
物
の

み
の
持
ち
得
る
強
み
で
あ
ら
・
‘
3
0
我
々
は
本
書
が
㎎
史
料
緬
と
共
に
、
つ
』
が

な
ぐ
出
版
さ
れ
絡
る
事
を
僻
心
｝
韓
念
ず
る
・
も
の
で
あ
る
。
（
第
一
谷
、
菊
版
、

凡
例
二
頁
、
黛
録
二
瓢
頁
、
締
．
　
織
灘
頁
、
寧
丈
六
七
圏
頁
、
附
鍛
外
闘
地
宿

人
客
歌
欝
凹
㈱
蝋
榔
河
山
ハ
｝
鎌
、
　
心
止
梛
賦
霧
弧
一
小
貝
、
　
交
鞘
管
省
内
漁
騨
新
史
料
編
纂
壌
務
騰
測
欝
｛

行
、
東
京
紳
田
明
治
欝
院
資
望
、
纏
四
圏
置
捨
鰻
）
〔
石
鍼
一
良
）

思
圓
上
人
篇
期
形
像
旨

趣
　
本
　
凝
　
胤
編

　
甫
都
西
火
寺
の
叡
．
疎
が
、
鎌
倉
末
期
の
亘
醗
と
し
て
幾
多
の
偉
績
を
残
し

て
置
い
た
事
は
、
年
と
共
に
閾
明
さ
れ
て
難
き
、
研
究
潔
の
研
究
を
積
む
毎

に
、
ま
す
く
其
の
鷺
大
な
る
足
跡
に
驚
、
嘆
ず
る
の
で
あ
る
、
殊
に
師
が
恰

・
も
交
永
弘
安
の
蒙
古
襲
撃
期
に
際
鶴
沼
さ
れ
擾
夷
の
た
め
に
愉
絶
に
熟
願
を
籠

め
ら
れ
た
事
が
知
ら
る
悔
に
及
び
て
、
師
へ
の
景
慕
ほ
需
欝
熾
烈
と
な
り
、

當
今
の
如
く
外
國
と
事
を
構
ふ
る
や
至
る
と
、
復
顔
に
師
の
敷
島
が
萢
卸
せ

ら
れ
る
。

　
本
書
ほ
普
通
ハ
感
身
陞
飯
記
鳳
の
名
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
細
川
薦
蓄
薩
叡
趣
の

資
詑
と
轡
は
れ
る
竜
の
で
あ
る
が
、
實
ほ
碧
落
の
意
昧
の
難
解
で
な
く
、
一

種
の
自
叙
傳
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
三
焦
子
門
入
の
加
筆
及
筏
篇
の
部
分
も

あ
る
か
ら
、
そ
の
鰍
闘
に
於
い
て
史
料
と
し
て
の
野
戦
は
や
乱
下
る
竜
の
が
あ

（845）

介

第
二
十
閣
懸
　
鯵
照
號

　
入
…
…
　



紹

介

第
鵡
牽
閥
轡
　
策
照
醗
　
　
…
八
羅

る
。
　
塞
書
は
流
布
塞
殆
ん
ど
稀
で
、
僅
か
に
壮
大
三
論
、
灘
建
毒
水
の
み
で
あ

る
か
ら
、
階
・
謂
稀
紳
…
の
得
で
、
古
果
既
書
を
引
獅
す
る
も
の
出
城
名
所
誌
以

下
僅
か
に
撒
書
の
み
で
あ
っ
た
ぴ
さ
れ
ば
、
今
囹
一
霞
が
矯
末
羅
に
よ
っ
て

繭
大
謹
本
を
破
璃
版
に
附
せ
ら
れ
た
壌
は
、
吉
書
普
及
煎
び
保
存
の
二
重
の

意
中
に
於
い
て
、
畢
…
界
の
綴
｛
賀
す
べ
き
事
栖
で
あ
ら
う
。
た
矯
惜
し
む
こ
と

は
、
形
駅
の
小
さ
い
た
め
に
文
字
の
不
明
な
所
が
あ
る
事
で
、
も
う
少
し
く

大
き
か
っ
た
な
ら
ば
と
患
ふ
。

　
併
し
、
編
者
は
別
に
…
班
の
凝
本
を
添
へ
て
居
り
、
そ
れ
に
ほ
福
建
な
解

説
も
あ
る
か
ら
、
さ
き
の
不
穏
は
充
．
分
に
補
ふ
審
が
繊
來
る
。

　
交
書
撚
年
の
條
に
、

　
夏
党
、
滲
巽
黒
寺
、
爲
擁
暴
田
鰻
、
修
種
々
勤
、
今
年
正
月
興
臨
牒
歌
劃

　
來
敏
也
、
講
梵
繍
…
蕊
牽
搬
…
禁
、
駅
、
八
月
十
九
驚
離
家
城
山
蟻
稗
寧
八
麟
大

　
菩
隆
御
託
宣
、
於
難
波
浦
一
百
戴
麗
同
晋
唱
南
無
仁
王
謎
獺
縦
若
波
羅
密

　
多
灘
一
百
八
遍
…
…
…

　
慾
目
十
二
年
三
帰
三
繍

　
大
紳
宮
第
二
度
屡
詣
鍵
搬
…
…
…
鷹
飼
頚
古
人
覧
來
毎
、
敷
面
蔑
以
彼
引
摩

　
圃
法
、
滲
講
騰
伏
線
硲
、
紳
融
．
佛
寺
、
搾
謎
分
泌
行
、

　
久
佳

以
下
多
激
蒙
衰
滅
に
熱
す
る
記
事
が
あ
る
外
に
、
文
永
十
二
年
の
娠
に
攻
む

る
柱
餅
萬
九
年
八
月
頃
∴
一
一
臼
岬
錬
｛
史
以
下
七
名
μ
痩
…
騰
に
な
る
奔
人
群
〃
，
分
の
臆
剣
を
門

止、

ｷ
べ
き
顧
の
講
文
の
如
き
も
、
　
一
心
激
會
隻
の
好
資
料
で
あ
ら
う
．
、
（
嵐
纏

就
圓
、
大
和
法
隆
寺
鵤
赦
郷
舎
焚
行
X
申
村
這
勝
）

醸
岡
縣
褒
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輻
　
　
闘
　
　
縣
編
、

編
岡
縣
史
資
料
は
、
回
金
羅
蹴
鄭
氏
が
夢
心
縣
の
委
賜
を
轟
け
て
権
幕
し

た
も
の
で
、
昭
瀦
七
年
六
月
第
一
鰻
が
潟
さ
れ
て
よ
り
八
ケ
年
に
亙
っ
て
綾

潤
さ
れ
、
今
度
そ
の
最
後
の
第
牽
韓
が
撮
版
せ
ら
れ
て
、
こ
㌧
に
全
十
…
溝
の

完
成
を
見
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
此
書
の
編
纂
の
膿
．
裁
は
、
全
膿
を
遜
じ
て
、
大
盤
…
、
砲
口
、
解
題
、
古
代

縮棚

N
盛
鳶
轡
、
　
騒
｛
ヵ
士
那
文
照
照
、
　
踊
匙
の
霊
山
綿
隔
、
　
麟
調
蝦
史
辮
判
の
み
ハ
踊
ハ
臼
μ
に
分
顧
隅
さ

れ
る
。
併
し
、
一
瞬
毎
に
何
等
か
の
項
H
に
つ
い
て
纒
っ
て
み
る
の
で
は
な

ぐ
、
各
辮
…
、
夫
々
の
項
．
H
に
巖
す
る
塩
の
が
随
時
載
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
…
単
に
一
珊
の
み
を
醸
出
し
て
見
る
時
は
、
か
な
り
鎌
然
と

し
て
み
る
が
、
第
干
韓
の
絡
に
各
順
、
旨
鋼
の
縮
賛
録
が
附
せ
ら
れ
て
み
る
か

ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
如
何
な
る
も
の
が
ど
の
輯
に
人
づ
て
み
る
か
は
知
り
得

る
わ
け
で
繊
あ
る
が
、
編
纂
の
方
汰
に
夢
少
．
不
屈
さ
の
あ
る
の
は
漏
れ
な
い
。

　
次
に
、
ワ
’
、
の
内
容
を
見
る
と
、
警
目
　
の
順
で
は
、
縣
．
内
藏
書
の
月
録
を
懸
・

げ
、
解
題
の
順
で
は
、
編
岡
縣
に
關
係
の
あ
る
書
物
に
つ
い
て
簡
箪
な
解
麓

を
し
、
毒
忌
編
年
無
料
の
順
は
太
古
よ
り
、
後
醍
醐
天
塁
の
建
武
元
年
に
至

る
ま
で
の
…
…
繰
岡
〃
蝋
の
歴
史
に
…
醸
療
の
あ
る
．
重
要
な
る
史
料
を
種
々
の
記
録
及

交
書
串
・
よ
り
抽
出
し
て
編
年
的
に
列
記
さ
れ
て
み
る
。
地
方
古
文
書
の
項
、
は

筑
前
地
方
占
文
書
、
筑
後
鱗
方
霧
交
婚
、
難
解
地
方
占
交
書
の
…
謡
項
、
H
に
．
分

葱
さ
れ
て
あ
る
が
、
夫
々
の
紬
…
．
万
の
古
窯
書
、
劔
へ
ば
、
鏡
麟
の
宗
像
縛
瀧

文
書
及
宗
微
大
宮
司
羅
触
文
嘗
、
鎌
生
交
書
、
筑
後
の
灘
演
戯
交
書
、
大
友

〈S46＞


